


（２） 大 臨 技 ニ ュ ー ス

今年度の北支部の２回目の行事となる自由集会は、１回目の講演会と同
様に講堂にて行います。身近な話題や面白い話題を皆で持ち寄って盛り上
げたいと考えています。話題提供として、以下の２題をご用意しましたが、
あなた自身の経験や悩みなどもお聞かせ下さい。気軽にご参加ください。

日　時：平成16年10月２日（土）15：30～18：00
場　所：大阪医科大学（高槻市大学町２－７、阪急高槻市駅すぐ）

講義・実習棟２階第１講堂（学１講堂）
内　容：演者１．「一般検査のピットフォール」

シスメックス株式会社 宮前英治
２．「ベトナムをルポする」－医療事情と食を探る－

高槻赤十字病院検査部 井野上章
参加費：会員 500円、非会員 3,000円
評価点：Ｂ－10点（会員カードをご持参ください）
連絡先：北支部長 米田孝司（国立循環器病センター臨床検査部）

T E L：06-6833-5012（内線 8436）
E-mail：kyoneda@hsp.ncvc.go.jp

第16回 大臨技北支部自由集会のご案内
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６月に行われた北支部の行事（講
演会）は、いつもの学生食堂での軽
食しながらという形式ではなく、講
堂での開催となりました。そのため
か、いつもの顔ぶれとは少し違った
方々も参加されているようでした。
ひとつめの内容としては、「患者

様に喜ばれるリアルタイム診療」と
いう題でメーカーの方が、実際に患

者として入院した時の経験をもと
に、迅速性という視点から見た場合
の臨床検査の問題点や理想像につい
て、ユーモアも交えて興味深い話を
されました。
ふたつめは、「病院にリストラの

嵐が…あなたは生き残れる技師です
か、それとも…」という題で、検査
業界の厳しい人員整理の渦の中で、

ひとりひとりの技師がどういう意識
をもって仕事に取り組んだら良いの
かについて、検査科科長としての立
場からのアドバイスをされ、参考に
なりました。
また講演会終了後には、恒例の居

酒屋での２次会があり、やっぱりお
互いの懇親が一番だと、参加し有意
義な時間を過ごさせてもらいました。

蘆第15回 大臨技北支部生涯教育講演会に参加して…………………大阪医科大学中央検査部 東山智宣

中 央 支 部 自 由 集 会 の お 知 ら せ
近年、医療を取り巻く情勢は大変厳しい状況になって

きております。
中央支部も、そういった状況の中で、我々検査技師が

どのような生き残り策を考えていけば良いのかを大きな
テ－マとして取り上げ、事業を行ってまいりました。

ブランチ、FMSといったアウトソ－シングが叫ばれ
る中、エコ－検査を始めとした生理検査室の拡充、中央
採血室または病棟への検査技師の派遣、病院全体として
の各種委員会（クリニカルパス、リスクマネ－ジメント
等）への参加等について色々な角度から考えてまいりま
した。そこで今回は、質の向上について勉強していきた

いと考えています。技師の皆さんは、自分の専門につい
ては日々勉強をされている事と思いますが、それぞれの
疾患について又は患者さんの症状においてどのような検
査がオ－ダーされ、その結果をどのように読めばよいの
か、また、パニック値についてどのように理解をすれば
良いのか考えられたことは無いでしょうか…？

つきましては、今回、腹痛と胸痛をテ－マとして取り
上げ講演して頂くことになりました。自分の専門分野か
ら少し離れ検査全般について考えてみる機会はあまり無
いと思いますので、この機会に是非参加をされ勉強して
頂きますようご案内申し上げます。

日　時：平成16年10月６日（水）18：30～20：30
場　所：大阪市立大学医学部学舎４階中講義室
内　容：腹痛と胸痛について、検査デ－タの読み方考え方
講　師：「腹痛について」

大阪府済生会野江病院消化器内科部長 早雲孝信
「胸痛について」
阪奈病院中央検査科技師長 山脇浩司

評価点：Ａ－10点（会員カ－ドをご持参下さい）
参加費：会員 500円、非会員 3,000円
連絡先：市立枚方市民病院西時男

TEL：072-847-2821
大阪府済生会野江病院 森啓悟
TEL：06-6932-0401
















